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1. シェープファイル ポリラインの端点を保存 
 

新メニュー[チェック]-[シェープ ポリラインの端点を保存]を追加しました。以下、説明書からの抜粋です。 
 

道路について、交差点で間断されていること、ポリラインの端点が離れていないことを確認するための機能です。道路

のポリラインについて、以下の点をリストアップし、それぞれポイントのシェープファイルを保存します。 
 【ダングル】ポリラインの端点で、他のポリラインの端点と同一座標でない点。 

 
 【間断】ポリラインの端点で、他のポリラインと端点と同じ座標の点。見掛け上、道路がつながっていて、別々

のポリラインになっている点。交差点では道路のポリラインが切れていれば、点が表示される。表示されなｋれ

ば、別々のポリラインになっていないことになります。 

 

 

 
保存するのはポイントのシェープファイルです。ダングルのシェープファイルのフィールド名「D」値は「N」です。
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間断のシェープファイルのフィールド名は「N」で分岐数(=2,3,4...)を記録します。 

開いているシェープファイルについて処理する場合、間断をチェックリストに、ダングルを確認りすとに表示します。 
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